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14､北海道支所

一その現在と将来展望一

1.まえがき

北海道支所には地域地質課･応用地質課･庶務

課があり,1996年1月現在,支所長以下10名の研究

者･技術者と5名の庶務課員が所属している.その

名が示すように,北海道の地質をおもな調査対象と

するロｰカルな面を有する一方,20年以上にわたっ

て国際協力に貢献し続け,現在アメリカとフィリピ

ンから各1名のフェロｰが訪れている国際的組織で

もある.

かつては,北海道全域を5万分の1地質図幅でカバ

ｰすることを主要業務としていた地質課,北海道の

豊富な金属･非金属資源と燃料資源の研究をそれぞ

れ担当していた鉱床課と燃料課,地形測量･化学分

析･薄片作成などの研究支援を主業務とし,独自の

研究をも実施していた技術課,予算･事務･庁舎･

事業車を管理する庶務課の5課体制であった支所も

スリムになった.同時にその研究内容も時代の流れ

とともに変化してきたが,一応,地質課と燃料課の

業務と財産を地域地質課が,鉱床課と技術課の分を

応用地質課がそれぞれ引継いだ形になっている.そ

のため,層序･岩石･火山などの一般的な地質とエ

ネルギｰ資源を地域地質課が,金属･非金属資源,

表層･環境地質を応用地質課が守備範囲としてい

る.しかし,組織の枠を研究分野にそのままあては

めることはナンセンスであるという時代の流れに乗

って,課の間の仕切りはとりはらわれており,個々

の研究者間での年単位あるいは日単位の協力を妨げ

るものは何もなく,支所全体がひとつのグルｰプと

して機能している.

2.現在進行中の研究

支所での研究は地質調査所の他の部に比べて多様

性と変化に富むため,その正確な記述は容易ではな

いが,現時点(1996年1月末)で進行中のものをか

いつまんで紹介する.

北海道の地熱系のモテ川ヒ･評価に関する研究:北

海道の地熱資源評価を長期的な目標として,地球化

学的手法を中心に地熱系の概念的～数値的モデル化

を行い,地熱水の化学組成･沈澱環境などを半定量

的に検討する.

北海道第四紀火山起源の火砕物量カ流の章動｡堆

積機構の研究:北海道に分布する,有珠山･駒ヶ

岳･十勝岳などの数多くの活火山の野外調査に基づ

き,火砕流や岩屑流の流動機構を解明し,火山災害

の予測に役立てる.

数値デｰタによる海峡地形の解析手法の研究:低海

水準時の潮流侵食作用により形成される海底地形に

注目し,その数値デｰタをコンピュｰタ処理するこ

とにより,海峡の形成発達史を解明する.

河口域の塩水棲発達域における河底地形と重金属元

素の地球化学的研究:河口域で採取した第四紀堆

積物中の重金属元素濃度を調べることにより,地球

環境の歴史の中で最も現世に近い時代の汚染状況の

変遷をとらえ,環境汚染防止に貢献する.

マントル起源物質の地球科学:マントル起源物質の

超苦鉄質～珪長質深成岩類と,これに伴われるクロ

ム鉄鉱や白金族元素の研究.神居古潭帯をフィリピ

ン･インドネシア･アラスカなどのオフィオライト

と比較し,上部マントルの進化と物理化学的条件の

解明を試みる.

マントル内の有用レアメタル資源開発の基礎研究1

イリジウムは地殻内での火成･熱水活動による濃集

が期待出来ず,マントルを代表するレアメタルとい

える.その挙動を解明するための第一歩として,イ

リジウムの実用的かつ安価な分析技術を確立する.

花闇岩体頂部におけるマグマ固結史の研究:西南北

海道の新第三紀花商岩類の活動に伴う鉱化作用につ

いて,花商岩体頂部の観察を通してマグマ固結過程

での物質の移動機構を解明する.

珪長質マグマの酸化還元経路の精密解析の餅究:珪

長質マグマの酸化還元状態は鉱床の生成を左右する

重要なファクタｰである.野外調査･検鏡･化学分

析･同位体分析などのデｰタを総合的に解析し,マ

グマ内での酸化還元状態の推移を解明する.
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第1図北海道の地下資源と火山.本文中に登場する

地名･地質ユニット名と主な鉱床区･鉱床･

火山･炭田･油田･ガス田.

造岩鉱物中の包有物の地球化学的研究:造岩鉱物

中の固体･流体包有物には,岩体の歴史のある時点

での構成物が,バルク組成を保持したまま閉じ込め

られている.これらの包有物を用いて,他の方法で

は得られない地球科学的情報を取得する手法を開発

する.

アメリカンフェロｰのテｰマ:野外調査結果と,揮

発性成分をも考慮したシミュレｰションモデル計算

に基づき,様々なタイフのマグマの上昇から噴出ま

でのメカニズムを解明する.

フィリピンフェロｰのテｰマ:フィリピンのオフィ

オライトから産する白金族鉱物の同定･化学分析と

微細組織の観察から鉱物学的特徴を明らかにし,そ

の起源であるマントルの環境を推定し,同時に資源

評価を行う.

その他:以上のほか,地質部･鉱物資源部･地殻熱

部･環境地質部･海洋地質部などの研究やプロジェ

クトの一部を受け持ち,これらの部とは常時協力関

係にある.｢八甲田｣など北海道外の5万分の1地

質図幅の調査や道内の20万分の1地質図｢夕張岳｣

の編図が進行中である.また,地圏環境のシミュレ

ｰションｰモデリングの研究,鉱床構成元素の起源

と鉱床生成に関与した火成岩の推定,北海道西方海

域の環境変動に関する総合的研究,アジア地域にお

ける火山災害予測技術に関する研究などにも参加し

ている.

3.将来展望

日本の食料基地として重要な北海道はまた,金

属･非金属･エネルギｰ資源などの宝庫であり,石

炭･金･銀･水銀･白金族元素･クロム･銅･

鉛･亜鉛･マンガン･鉄･硫黄などの天然資源が日

本の近代化と高度経済成長をささえてきた.世界の

経済と資源の情勢が大きく変化し,汎世界的あるい

はロｰカルな環境問題が年々深刻さを増す今,支所

が単独で,あるいはより大きな組織の一部として,

担っていくべき課題を探ってみる.

エネルギｰ資源:かつては北海道の基幹産業であっ

た炭鉱も,坑内掘りをしているのは釧路の太平洋炭

鉱のみとなったが,明るいニュｰスもある.最近,

勇払ガス田で札幌市のガス需要を10年間まかなえる

埋蔵量の天然ガスが発見された.これを受けて,北

海道ガスは札幌の都市ガスを全面的に天然ガスに切

り替えることを決定した.また,濁川･定山渓･登

別･北湯沢･弟子屈･羅臼などの市街地近郊に存

在する豊富な地熱･温泉資源を,発電のみではな

く,ロｰカルなエネルギｰ源として地域暖房･融雪

システム･温室などに有効利用するための資源評価

と利用技術の開発が今後ますます重要となるだろ

う.近未来のエネルギｰ資源として注目されており,

膨大な埋蔵量の見込まれる海洋底メタンハイドレｰ

トも北海道沿海に賦存しており(佐藤,1994),本

格的な探査と開発が待たれる.

金属･非金属資源:エネルギｰ資源と同様に,東洋

一の鴻ノ舞金山を有した鉱産王国北海道においてさ

え,現在稼行中の金属鉱山は豊羽(銀･鉛･亜

鉛･銅･インジウム)と光電(金･銀)のみであ

る.豊羽は世界一のインジウム埋蔵量･生産量を誇

る高品位大規模鉱床であり,光竜は小規模ながらも

高品位金鉱床であるがゆえに生き残った.世界の経

済情勢がこのまま続く限り,今後北海道で新たに開

発されうる鉱床は,卑金属鉱床ならば豊羽'なみある

いはそれ以上に大規模で高品位なもの,金鉱床でも

品位109/t以上で金量数十トン以上が必要となるだ

ろう.菱刈鉱床の例を持出すまでもなく,北海道で

そのような鉱床を発見する可能性の高いことは豊羽
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鉱山における信濃ひの発見(MMAI,1977)や,最

近の勢多鉱床における探査実績(八幡,1994)が証

明している.ひとつの鉱床の発見から開発に至るに

は10年以上の歳月が必要であるから,緊急性のなさ

や現在の経済情勢を理由に資源の探査や研究を中断

することは,国の機関として許されることではない.

20年先の世界情勢を見越した資源の確保のために

は,継続的情報収集と探査のための基礎的研究が,

支所のみならず,地質調査所の最重要課題であるこ

とは明らかである.支所がささえるべき柱のひとつ

は資源である.

災害･環境地質:北海遣には駒ヶ岳･有珠山･樽

前山･十勝岳･雌阿寒岳などの多くの活火山が分布

する.太平洋岸は世界有数の地震の巣となってお

り,危険な活断層が日本海や内陸部に存在する.噴

火や地震による災害を最小限にくいとめるためには,

これらの事象の発生時期を予知する以上に,その被

害域と程度を推測(すなわちハザｰドマップを作

成)し,あらかじめ対策を完了させることがより効

果的である.しかし､有珠山噴火や釧路沖･奥尻沖

地震の後でさえも,ハザｰドマップの作成は一部の

地域を除いて滞っていた.雲仙の噴火や阪神犬震災

による不幸を繰り返さないためにも,早急の作業が

必要である.また,北海道は温帯と寒帯の狭間に位

置し､氷河期の地形や動植物など,人の手の加えら

れていない自然を残している.そのために,古気

候･海底地形に基づく気候変動･海水準変動の研

究や,浅海･湖沼および河川堆積物の重金属汚染の

研究には最適である.支所がささえるべきもう一つ

の柱は防災と環境保全である.

地域サｰビス:地域サｰビスに対する地質調査所北

海道支所の姿勢は,高く評価されていたものの,

｢相談にこられたら受けます｣という受動的なもので

あった.高度情報化時代であり,インタｰネットな

どを通じたリアルタイムの情報サｰビスが可能であ

る今,ロｰカルな地質デｰタｰべ一スの提供が求め

られている.特に,都市近郊の地盤地質に関する情

報は,需要が多いにもかかわらず最も不備なものの

ひとつであり,早急な整備が望まれる.学校や地域

住民向けの知識提供サｰビスも,標本室の開放な

ど,身近なところから始めるべき時期にきている.

また,今まで地質調査所が直接かかわることの少な

かった観光･レジャｰ産業は,今や農業とならぶ北

海道の重要産業であり,通産省に所属する研究機関

として照準をあてるべきものと考える.この観点か

ら,支所では北海道地質ハイウェイマップ(仮称)

の作成を計画している.これは,専門家以外の人で

も理解でき,かつ興味をもてるような地質情報マッ

プである.地方の時代を迎えた今,このような新し

い試みを成功させることが,支所のみならず地質調

査所全体にとって大きな前進となるだろう.地域サ

ｰビスもまた,重要な柱である.

国際協力:日本全国に国際化の波がおしよせている

現在,北海道支所においても海外での調査および学

会発表や,外国人フェロｰの受け入れが急増してい

る.その相手国はアメリカ･フィリピン･インドネ

シア･パキスタン･モンゴル･トルコ･中国･ロシ

ア･ホンジュラスなど多彩で,その協力内容はほと

んど全て最初の二本の柱､すなわち資源と災害であ

る.千歳国際空港までJRで35分,徒歩圏内に各種

宿泊施設完備,そして視察･研修や共同調査の対象

となるフィｰルドが身近に豊富にあるという好環境

のため,今後も海外からのゲストは増え続けること

が予想される.また,旧ソ連体制の崩壊によりロシ

アとの情報交換･共同研究が活発化しつつある今,

千島･サハリン･シベリアそしてアラスカまでを含

めた北方圏での資源開発と環境保全が大きくクロｰ

ズアップされてきている.支所がささえるべき四本

目の柱は国際協力となりそうである.

<文責:太田英順>
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